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2011年に発生した東日本大震災は私たちに甚大な被害と大きな衝撃をもたらしました。
障害者エンパワメントプロジェクト2020は

身体に障害のある当事者が主体となってよりよいインクルーシブ防災のあり方について考えています。

東日本大震災で直面した地震、津波、原発事故という人間にとっての脅威は今も変わらず私たちのそばにあります。
障害のあるなしに関係なく、誰もがかけがえのない自分の生活、命を災害から守る力を手にすること、
それは他の誰かが困っているときに手を差し伸べることができる力を持つことにつながります。

この度、これまでの3年以上におよぶ活動の集大成として東日本大震災を福島で経験した障害当事者メンバーを
横浜にお招きし、2泊３日の宿泊プログラムを開催（来年秋頃）することになりました。

私たちのプロジェクトを今後につながる実りあるものとして成功させるために
この度クラウドファンディングに挑戦します。みなさまからのご支援を心よりお待ちしています！

クラウドファンディングをはじめました ! !クラウドファンディングをはじめました ! !

障害者エンパワメントプロジェクト２０２０
HPはこちらから

URL：https://readyfor.jp/projects/jiritama_epw

お問い合わせはこちらまで！
自立生活センター　自立の魂　〜略して じりたま！〜

〒231-0052    神奈川県横浜市中区英町3-4
TEL:045-341-3698    e-mail:ctm@jiritama.jp

＃2024年1月15日からスタート‼
＃目標金額95万円
＃夢を実現するために・・・

後援：全国自立生活センター協議会 ／ 認定NPO法人  DPI日本会議

みなさまのお力が
必要です！



プロジェクトについて

◇「過去から学ぶ」・・・《関東大震災の歴史を巡る》
・東日本大震災以前、以後にも数多くの災害が起きて
　います。横浜市の災害の歴史に詳しい方をゲストに
　招き、過去を学び、次の災害に備えるヒントを共有
　します。

◇「現状を知る」・・・《横浜バリアフリー散策》
・東日本大震災を体験した障害当事者の方たちの
　生の声とともに『みなとみらい地域』を防災、
　観光の観点でバリアフリー調査をすることに　
　よって、誰もが使いやすい街であるか検証し、
　横浜市への提言を行います。

◇「行動する」・・・《インクルーシブ防災勉強会》
・過去から学び、現状を知ることで、次の災害に
　備える行動につなげます。誰もが参加できるイ
　ンクルーシブ防災研修会プログラムをメンバー
　と参加者で検討します。

① メンバー＋介助者の宿泊費・交通費
福島のメンバーが横浜滞在中は介助者が同行する
ため2人分の移動・滞在費用がかかります。その
負担を軽減するためにみなさまからのご支援を役
立てます。

② 横浜での介助者・ボランティアの確保
プロジェクトには複数の介助者やボランティアが
必要です。そのための宣伝費や実際にかかる介助
費用に役立てます。

③　勉強会の会場費・情報保障費
宿泊プログラム最終日のインクルーシブ防災勉強
会にはメンバー以外の障害当事者、一般の方にも
広く参加を呼びかけます。どんな方にとっても使
いやすい会場の確保、手話通訳等の情報保障の用
意に役立てます。

クラウドファンディングに挑戦します！

2 泊 3 日の宿泊プログラムでは何をやる？ クラウドファンディングで得た資金の使い道は？ 
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